
70ドル水準の攻防続く、安値修正と戻り売りが交錯
NY原油先物相場は、1バレル=68.50～72.50ドル水準で売買が交錯する展開になった。10月8日高値

78.46ドルから10ドル幅の急落となる中、安値修正の動きが下値を支えた。引き続き中東情勢が不安定

化していることも警戒され、ショートカバー（買い戻し）が下値を支えた。一方で、需給緩和に対して

は根強い警戒感があり、戻り売りを入れる動きも強かった。結果的に明確な方向性を打ち出せなかった。

中東情勢は依然として緊迫化している。イスラエルはレバノンで大規模な空爆を実施し、ヒズボラの掃

討作戦を展開している。一方、ヒズボラもイスラエルのネタニエフ首相宅にドローン攻撃を行うなど、

攻撃を強化している。高いレベルの先行き不透明感が、原油相場の下値を支えている。一方で、現段階

では原油供給に実害は生じておらず、地政学リスクのみで原油相場を大きく買い進むような動きは見送

られている。激しい戦闘状態が続くと、イスラエルがイラン石油施設に攻撃を行うとの懸念もあるが、

積極的な売買は見送られている。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（10月18日時点）は、原油が前週比547万バレル増、ガ

ソリンが88万バレル増、石油精製品が114万バレル減となった。
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【現状確認】
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中東情勢を見ながらの展開も、需給緩和見通しで戻り売り

2

【展望】

中東情勢に強く左右される地合になるが、戻り売り優勢の地

合が維持される見通し。原油供給に実害が生じないのであれ

ば、原油相場の押し上げ余地は限定される。仮にイスラエル

がイラン石油施設を攻撃すると5～10ドルの急伸を迫られる

リスクは残されるが、11月5日には米大統領選を控えている

こともあり、大きな値動きは想定しづらい。地政学リスクに

下値をサポートされながらも、需給緩和見通しの戻り売り優

勢の地合が続こう。徐々に70ドル割れの取引時間が増えてい

く見通し。

中東情勢は依然として予見可能性が乏しい。イスラエルとヒ

ズボラの間で激しい戦闘が続いているため、供給不安につな

がるような動きが見られると、投機買いが膨らみやすくなる。

ただし、あくまでも注目すべきは原油供給に実害が生じるか

否かであり、漠然とした不安心理のみで上昇した局面では、

戻り売りの妙味が高まる見通し。週末10月26日にイスラエル

軍は、イランの首都テヘランの軍事施設を攻撃している。週

明け直後に大きく上昇すると、戻り売りの妙味が強まる。

月末・月初とあって経済指標の発表が集中する。10月31日と

11月1日には中国の10月製造業PMIが発表されるため、改め

て需要不安を織り込むような動きが見られるかに注意が必要。

また、中国政府の景気対策を巡る動向にも注目したい。一方、

米国では10月30日に7～9月期国内総生産（GDP）、31日に

9月PCEデフレーター、11月1日の10月雇用統計などの重要

指標が発表される。米経済の底固さが再確認され、米金利上

昇・ドル高が進むと調整売りが膨らみやすくなる。また、11

月5日に米大統領選を控えて、次期大統領のエネルギー政策

を巡る思惑的な売買で不規則な値動きになる可能性には注意

が必要。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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